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歯科インプラント治療の現状と未来
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皆さんはインプラント治療にどのようなイメージを

抱いていらっしゃるでしょうか。痛い、怖い、高い、

長持ちしない、このようなネガティブイメージをお

持ちの方も少なくないと思います。今回はインプラ

ント治療がどのようなものかを紹介しながら、治療

のメリットデメリットについてお話ししたいと思い

ます。また、九大病院で行っている最先端の治療を

お見せします。今では型取りなしで歯が作れます。

さらに、未来のインプラント治療の礎となるような

研究成果も皆さんに見ていただきたいと思います。

司会：横田 文彦 准教授 （Q-AOS研究推進コーディネーター）
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福岡県北九州市出身の5 3歳。1 9 9 3年九
州大学歯学部卒業、1998年九州大学大学
院歯学臨床系専攻修了。2017年九州大学
大学院歯学研究院口腔機能修復学講座准
教授を経て2021年から現職、とこのよう
に人生のほとんどを福岡県で過ごしてき
ました。大学院時代から「インプラントが
骨や歯肉に強く結合するにはどうすれば
よいか」を研究しています。また、義歯
補綴（ほてつ）科・咬合補綴科長および再
生歯科・インプラントセンター長として九
大病院の４階でほとんど毎日外来診療を
しています。補綴科は入れ歯や冠、ブリッ
ジ、インプラントを用いて歯を失ったと
ころに歯を入れる治療を主に担当する科
で、日々患者さんの咀嚼機能の回復に取
り組んでいます。
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